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テ
オ
ド
ー
ル
・
リ
ツ
ト
「
ナ
チ
ス
岡
家
に
於
げ
る
糟
紳
詩
科
皐
の
地
位
」

テ
オ
ド

1
ル
・
リ
ツ
ト

「
ナ
チ
ス
園
家
に
於
け
る
精
神

諸
科
撃
の
地
位
」

和I

1:t 

野

木
稿
は
チ
オ
ド
ー
ル
・
リ
ツ
ト
の
著
書
「
ナ
チ
ス
図
家
に
於

げ
る
精
一
肺
諸
科
感
白
地
位
L

D
紹
介
で
あ
る
。

F
ツ
T

は
、
木
古
田
陀
於
て
、
ナ
チ
ス
岡
家
と
精
一
川
科
事
と
の

結
合
を
企
闘
し
、
先
づ
此
白
テ
ー
マ
を
把
援
す
可
き
基
本
的
悶

式
を
掲
げ
る
。
共
れ
陀
依
れ
ぽ
、
此
白
テ
1

7
は
、
哲
朗
宇
上
相

具
る
二
つ
白
要
因
を
結
合
す
る
。
印
ち
、
ナ
チ
ス
岡
家
は
、
歴

史
的
瞬
間
的
現
貨
に
し
て
、
云
は
ぽ
現
代
に
拘
束
さ
れ
た
時
代

的
T
E
E
n
r
)
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
此
れ
を
把
握
せ
ん
と

ず
る
精
榊
科
皐
は
、
精
神
の
自
己
意
識
を
意
味
し
、
云
は
ば
現

代
の
拘
束
を
離
れ
ん
と
す
る
超
時
代
的

(
e
z
q
g
E岳
)
た
も
の

で
あ
る
。
従
っ
て
共
鹿
K
は
、
時
代
的
た
も
の
と
超
時
代
的
訟

も
の
が
結
合
さ
れ
る
が
、
此
れ
は
哲
問
中
上
永
遠
白
問
題
の
一
つ

識lli:せ
は f すし

るめ
精己る
耐h と曲三

科明故
皐でに
のあ
地 る無
帯主 。意
K 斯識
殺の 的
到古1・古
しにイt
、 、川市

十詩
チi:
ス具
主E り
却J
白科
白事
己に
意接

Theodor Litt， Die Stel1ung der Geisteswissenschaften im nationalsozia1istis 
chen Staate， Aufl. 2， Leipzig 
寸h.Litt. a. a. O. S. 11， 12・9ヅトは、か与る奉仕関係をヲたの言葉で表現ナる。
「精紳科皐者は、時代とともに生き、時代に仕へ亭ベ守であるが、時代白賞者

で
あ
る
の
み
友
ら
宇
現
寅
の
問
題
で
も
あ
る
。
蓋
し
、
現
貿
に

於
て
は
、
岡
家
と
精
神
科
感
は
‘
夫
々
、
他
に
官
目
無
力
と
た

る
危
険
が
存
在
し
、
精
神
科
躍
が
、
正
に
此
の
危
険
を
段
腕
骨

ん
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

F
ツ
b
は
、
か
L
る
基
本
的
闘
犬
の
下
に
、
ナ
チ
ス
草
命
運

動
を
取
り
上
げ
、
ナ
チ
ス
閥
ム
究
か
精
榊
科
感
止
結
合
す
る
必
然

性
及
び
、
此
の
結
合
開
係
の
性
格
を
究
明
す
る
。

一
方
に
於
て
本
能
(
F
a
E
K与
を
強
く
主
張

し
科
撃
を
組
否
せ
ん
と
す
る
が
、
他
方
に
於
て
、
自
己
白
理
念

ナ
チ
ス
謹
動
は
、

的
基
礎
づ
け
を
要
求
す
る
。
而
し
て
、
此
D
要
求
は
差
し
首
り

川
話

2
1
E
4
k科
閣
申
(
君
Mm耳
目

m
n
E
S
と
の
聞
を
動
揺
す
る

が
、
ナ
チ
ス
の
紳
話
は
、
ナ
チ
ス
誼
動
の
本
能
的
側
面
を
表
示

す
る
と
は
一
古
へ
、
意
識
的
精
榊
活
動
の
下
に
紳
話
形
酬
聞
を
成
立

ナ
チ
ス
岡
山
或
は
、
自
己

。
基
本
理
念
を
形
成
せ
ん
が
潟
、

必
然
的
に
、
精
神
科
皐
を
奉

樺
五
十
凡
巻

六

ブL

告書

調

大

ブし

2) 



仕
せ
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

テ
オ
ド
ー
ル
・
リ
ツ
ト
「
少
チ
ス
岡
家
に
於
け
る
精
神
荷
科
事
白
地
位
」保

留
さ
れ
る
が
、

セ
O

リ
ツ
ト
は
、
乙
れ
を
誤
謬
左
り
と
し
、
次
白

か
〈
て
、
岡
家
と
精
榊
科
鳳
?
と
白
結
合
閥
係
は
、
奉
仕
閥
係

g
E
A品
岳
包
E
Z
)

と
し
て
批
判
定
さ
れ
る
が
、
共
白
根
本
性
格
は

何
を
意
味
す
る
か
。
成
程
、
精
神
科
撃
は
自
然
科
惑
と
具
り
、

時
代
の
中
に
質
現
さ
れ
た
共
闘
的
精
神
を
把
探
せ
ん
と

F
る
が

故
に
、
「
時
代
の
命
令
L

を
港
守
す
る
。
併
し
、
精
榊
科
撃
が

外
科
率
的
権
力
の
一
決
定
せ
る
叡
義
に
勤
し
、
追
加
的
基
礎
づ

け
や
個
別
的
詳
読
を
泣
す
一
な
ら
ば
、
共
れ
は
、
時
代
白
反
響

(
Z
R
E色
w
H
u
o
r
o
)

で
は
あ
る
が
、
時
代
の
説
明
者

2
2
5
)
で

は
な
い
。
斯
の
故
に
、
精
一
脚
科
皐
は
、

「
時
代
白
命
令
と
a
A

も

に
科
壊
。
命
令
」
を
漣
守
ず
可
き
で
あ
り
、
北
九
れ
は
時
代
に
拘

束
さ
れ
る
が
故
忙
、
外
科
態
的
権
力
白
命
令
に
屈
服
す
可
き
で

は
な
い
と
い
ふ
E
と
が
奉
仕
閥
係
の
性
格
と
言
へ
上
う
。

失
に
、

h
y
h

る
奉
仕
を
要
請
さ
れ
た
精
紳
科
般
の
概
念
、
指

準
力

(HhHF-
正
時
)
及
び
役
割
が
究
明
さ
れ
る
。

停
統
的
科
閣
宇
論
に
依
れ
ば
、
精
榊
科
事
は
、
兵
牒
的
、
個
別

的
、
特
殊
的
た
も
の
を
取
扱
ひ
、
一
般
的
法
則
は
自
然
科
閉
宇
陀

第
五
+
凡
巻

七
O 

官事

協

テ
ー
ゼ
を
掲
げ
る
。
邸
ち
、
精
一
脚
科
皐
は
、
共
D
基
底
に
、
精

一
川
枇
外
一
般
の
木
質
、
柿
治
、
組
織
に
闘
す
る
一
般
的
概
念
、

原
理
を
明
か
に
す
可
昔
「
哲
翠
的
照
明
科
皐
」
(
Z
H
H
O
M
O
Z回

E
Z

HVE品
目
ロ
吉
田

EmnEP)
或
は
、
「
哲
撃
的
人
間
離
」

(
Z
F
S
Z

E
括

P
E
r
4
0
y
v開
局
)
を
有
し
、
此
れ
が
、
歴
史
を
基
礎
づ
け
、

歴
史
研
究
を
可
能
た
ら
し
め
る
。
郎
ち
、
期
阜
の
宣
言
す
る
一

般
的
貫
理
に
依
れ
ぽ
、
現
賓
の
精
一
柳
は
、
時
代
的
具
関
的
左
も
D

で
あ
り
、
多
様
左
る
人
問
、
時
代
、
共
同
盟
、
民
族
、
岡
『
家
D

中
に
分
解
し
て
居
る
。
か
く
て
、
此
等
の
針
象
に
熔
じ
、
此
れ

を
把
掘
す
可
昔
個
別
的
精
神
諸
科
皐
印
も
歴
史
科
皐
が
成
立
す

る
が
枕
忙
、
共
れ
が
呆
礎
科
壊
に
委
任
さ
れ
ず
一
居
Z
と
と
明
で

あ
る
。か

く
概
念
規
定
さ
れ
た
精
一
仰
科
串
は
、
次
の
寅
例
で
指
導
力

を
示
す
。
即
ち
、
反
歴
史
的
傾
向
を
有
す
る
ナ
チ
ス
の
民
族
皐

(
E朗
自
E
E
m
)
は
、
歴
史
を
浪
生
的
た
も
の
と
見
倣
し
、
木
源

的
た
民
族
、
即
ち
、
前
肢
史
的
、
形
而
下
的
左
「
血
」
(
困
層
回
目
)
や

人
穏
(
開
E
聞
の
)
を
求
め
、
或
ひ
は
民
肢
の
存
柱
(
4
0
E
E
H
n
E
E
E
)

ずるも申を興へるべきで'd、時代田晶喪主す忍込のを奥へるペきである。」
Th. Litt， a. a. O. S.口目リツトは本需に於て、哲皐的人間串の方法論的特質
並内容を究明して滑ないが、上述せる科単理論判題は、ヨI{"，如き、リツ 1・白

著書で展開されて屑る。 Th.lj耐 nWissenscbafi，Bild四 g，WeHa，nscha，uung“ 
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を
生
物
思
的

(Z号
事
岳
)
に
規
定
し
て
.
営
該
人
間
像
(
再
E
E
i

v
s
q官
馴
)
の
肉
腿
(
伊
豆
ω)

を
明
か
忙
し
.
或
は
、
生
物
準
的
|

超
生
物
接
的
心
的
(
F
E
R
E
F
・5U2Forma。rut-zov)
に
規
定

し
て
、
民
族
像
白
肉
健
と
心

(
F
1
Z
)を
明
か
に
す
る
。
か
く
て

民
族
皐
に
依
れ
ぽ
歴
史
は
、
血
の
現
象
又
は
肉
開
と
心
の
保
持

者
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
然
る
に
.
精
紳
利
墜
に
上
れ
ぽ
「
前
歴

史
的
民
族
像
は
、
無
限
の
可
能
性
の
綿
剛
胆
で
あ
り
、
此
の
可
能

件
は
、
歴
史
に
依
っ
て
確
定
さ
れ
」
、
「
所
謂
歴
史
は
、
既
定
の
も

の
L
確
認
で
は
た
く
、
未
だ
形
館
た
き
も
白
を
打
刻
(
可
ぬ
唱
ロ
m)

し
、
形
醐
匝
白
麹
化
せ
る
も
白
を
改
銭
(
司
自
官
帥
開
E
問
)
せ
ん
と
す

弘
」
創
治
主
改
造
白
世
界
で
あ
る
。
従
っ
て
、
民
族
皐
の
謡
う

庭
の
民
族
白
肉
健
は
、
設
定
計
霊
の
下
に
生
か
さ
れ
、
歴
史
を

有
し
た
い
。
故
仁
、
血
の
歴
史
を
説
て
は
、
歴
史
承
認
D
仮
面

の
下
忙
歴
史
を
破
壊
す
る
事
で
あ
り
、
民
族
の
肉
健
心
。
鮮

明
は
、
肉
魁
と
心
の
調
和
を
意
味
せ
宇
、
歴
史
を
有
し
亡
自
ら
生

昔
る
庭
白
心
的
存
在
を
、
生
物
準
的
捌
式
白
下
忙
抑
座
す
る
事

を
示
す
。
否
、
民
族
皐
者
が
、
民
族
永
逗
の
基
底
を
知
っ
た
以

上
、
何
故
歴
史
D
迂
路
を
と
る
必
要
が
あ
る
か
。
か
ta
る
見
地

テ
オ
ド

l
b
F

・
9
ヅ
ト
「
ナ
チ
ス
岡
家
に
於
げ
る
精
神
諸
科
事
白
地
位
」 か

ら
、
今
中
、
、
民
族
撃
は
、
歴
史
科
事
、
精
神
科
事
の
指
導
力

に
屈
服
せ
ざ
る
を
得
た
い
の
で
あ
る
。

さ
て
民
族
単
を
屈
服
せ
し
め
た
精
榊
科
皐
が
、
向
ら
民
族
興

隆
の
理
念
を
把
援
せ
ん
と
企
闘
す
る
は
明
で
あ
る
。
然
る
陀
、
、

反
歴
史
的
傾
向
を
有
す
る
ナ
チ
ス
革
命
は
共
の
理
念
を
混
濁

せ
し
め
ん
と
す
る
。
斯
の
故
に
、
斯
事
は
、
理
念
を
自
ら
後
見

し
、
混
濁
か
ら
防
衛
せ
ん
と
す
る
。
さ
れ
ば
、
民
族
の
歴
史
的

世
柑
盟
主
維
持
令
ん
が
震
の
闘
争
E
そ
ナ
チ
ス
革
命
の
渦
中
に
於

け
る
斯
問
中
の
間
前
す
可
苦
役
割
で
あ
る
。

四

精
榊
科
事
が
、
右
に
漣
.
へ
た
如
費
概
念
、
指
導
力
、
役
割
を

有
す
る
が
鋳
K
は
、
勝
者
は
、
次
P
賃
践
を
た
さ
ね
ば
た
ら

ね
。
卸
ち
J
y
?
ト
に
よ
れ
ば
、
閣
宇
者
は
.
具
鰐
的
現
在
仁
沈
潜

し
、
現
在
の
中
か
ら
温
去
の
固
有
の
生
命
を
把
握
し
、

E
れ
に

無
保
件
に
師
依
す
可
昔
で
あ
る
。
而
し
て
、
か

L
S
Z費
践
は
、

現
在
に
於
て
存
分
に
生
き
る
渦
去
の
同
有
の
生
命
が
、
更
に
、

自
己
を
越
え
て
生
昔
ん
と
す
る
傾
向

q
E骨
宮
)
を
把
握
し
、

生
命
の
溜
意
的
志
向
す
包
F
E
5
7
0
の

Z
E自
己
を
排
除
す
る
事

第
五
十
八
巻

七

傍

観

七

Aufl. 3， 5.8， (Leipzig 1928) "Tndividllllm llnd Genleinschaft“(Leipzig 1926) 
"Einleitung in die Philosophie“(Leipzig 1933) 
Th..Litt，a. a. O. S. 16. 
Pツトは、と与で陸奥を取P入れた民草謝念が如何に規定されるかといふ難
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テ
オ
ド
ー
ル
・
リ
ツ
ト
「
ナ
テ
λ

岡
家
に
於
け
る
精
榊
諸
科
阜
の
地
位
」

を
意
味
す
る
。
又
、
r

此
の
資
践
は
、
具
健
的
左
現
在
と
過
去
を

遜
返
せ
じ
め
る
可
き
所
謂
「
隆
史
的
理
解
」
(
問
。
切
の

VEEHorz

此
の
場
合
、
過
去
白
復
活
邸
ち
、
l

一寸 〈

歴¥古
史孟
白'1 a 
悶奇
想主

旨産
'" E る
<.。

v 

同

車

邑
?日

造
形
力
を
有

す
る
現
夜
の
「
歴
史
的
醐
牒
旧
験
」

(P伺唱mEωRο
岳v官お
5rE門巳旦Hロ
Hzの岳vE
困目刊

牲
と
-
た
在
る
危
険
が
存
ず
る
と
は
云
へ
で
、
右
白
賓
践
は
、
「
過
去

の
中
か
ち
現
在
を
鼓
舞
す
る
と
同
様
に
現
在
の
中
か
ら
過
去
主

鼓
舞
れ
」
可
昔
「
隙
験
」
と
「
同
想
」
と
白
科
事
的
結
合
方
法

陀
合
致
す
る
己
と
一
五
う
迄
も
た
い

Q

以
上
遁
ぺ
た
る
事
者
の
資
践
は
、
ナ
ヂ
ス
岡
家
と
如
何
に
結

合
す
る
か
。
そ
も
/
¥
歴
史
は
、
時
代
に
於
て
生
き
る
と
L
も

に
時
代
を
越
へ
て
生
き
る
が
故
に
、
歴
史
研
究
者
は
、
時
代
の

見
で
は
あ
る
が
時
代
の
寵
児
で
は
註
い
。
従
っ
て
、
問
中
者
白
賓

践
が
、
結
果
に
於
て
、
民
族
の
生
存
権
、
自
己
放
棄
D
意
味
、

敢
に
、
岡
家
形
関
白
確
定
、
快
除
が
、
民
族
民
典
へ
る
影
響
を

毅
一
不
す
る
事
は
、
時
代
の
必
要
'
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
時
代

ナ
チ
ス
園
家
は
、
民

2YA讃
す
呂
も
白
で
は
た
い
。
か
〈
て
、

族
の
生
命
を
肯
定
し
確
認
せ
ん
冒
と
す
る
が
敢
に
、
か
L
る
間
竿
者

停
五
十
八
巻

七一

白
賃
践
を
と
そ
求
む
可
き
で
あ
る
。
叉
、
皐
者
は
、
此
白
山
賀
践

七

傍

観

の
前
提
に
「
内
的
自
由
」
〔
E
5
5
司

HOME4
を
要
求
す
る
が
、

北
川
れ
は
科
串
の
指
示
に
基
〈
が
故
に
、
国
家
は
共
れ
を
許
す
事

に
依
り
初
め
て
問
中
者
を
全
開
仁
奉
仕
せ
し
め
得
.
る
白
で
あ
る
。

逆
に
、
師
側
家
が
此
の
自
由
を
自
由
主
義
的
な
も
の
と
し
て
担

否
す
れ
ば
、
同
家
は
、
思
想
白
貧
困
を
暴
露
し
、
超
個
人
的
た

民
族
の
生
命
を
利
己
的
K
遮
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

五

以
上
我
々
は
、
小
チ
ス
岡
家
と
精
榊
科
棲
聖
結
合
せ
し
め
ん

と
す
る
リ
ツ
ト
の
企
刷
を
窺
っ
た
が
、
彼
の
大
路
に
し
で
且
合

蓄
多
き
持
作
は
、
我
々
に
叫
到
し
伊
少
か
ら
ぬ
示
唆
を
興
へ
る
。

併
し
た
が
ら
、

p
ツ
ト
白
域
し
た
問
題
も
た
い
で
は
な
い
。
例

へ
ぽ
、
精
紳
科
撃
が
川
崎
念
を
把
握
す
る
と
詑
ぐ
限
り
、
斯
曲
学
白

法
則
性
や
折
口
製
と
科
目
申
と
の
分
野
が
問
題
と
註
り
唱
リ
ツ
ト
に

従
っ
て
、
斯
間
早
が
時
間
的
一
般
性
を
得
る
限
り
、
共
の
昼
間
的

一
般
性
が
問
題
と
在
る
。
更
に
、
歴
史
を
取
り
入
れ
た
民
族
概

念
が
究
明
さ
れ
ざ
る
限

H
.
精
榊

E
肉
醐
阻
止
の
関
係
は
、
リ
ツ

ト
的
結
論
を
保
留
せ
し
め
る
可
〈
、
此
れ
と
関
聯
し
て
、
彼
が

問在有官官四事者に委ねで居z;0 Th. Litt， a. a. _ o. S. 18 
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歴
史
を
阜
陀
精
紳
的
に
解
す
る
時
、
物
質
D
精
紳
に
封
ず
る
濁

自
性
が
克
服
さ
れ
ま
い
。
又
、
哲
皐
的
人
間
事
白
内
容
の
不
明

は
、
精
紳
科
撃
。
一
般
性
を
支
へ
る
に
十
分
で
は
た
い
。
又
、

事
者
白
内
的
自
由
は
、
ナ
チ
ス

D
新
自
由
概
合
と
同
一
範
暗
に

属
す
る
と
思
は
れ
る
が
、
自
由
概
念
D
規
定
は
、
ヨ
リ
深
雪
考

察
を
要
す
可
く
、
更
に
、
民
族
D
歴
史
的
世
襲
を
霊
腕
せ
る

H

内
ノ
ト
が
、
・
ナ
チ
ス
草
命
の
反
歴
史
的
側
面
を
指
摘
し
、
ナ
チ
ス

岡
家
を
瞬
間
的
、
時
代
的
な
も

D
K見
倣
し
、
且
民
族
の
手
段

'
と
観
る
限
り
、
共
れ
は
、
少
〈
と
も

F
イ
ツ
祉
曾
の
勤
反
動

運
動
を
背
景
と
す
る
。
従
っ
て
、
俄
り
に
精
神
科
墜
が
一
般
性

を
得
た
と
す
る
も
、
社
曾
自
動
反
動
運
動
を
是
認
す
る
限
り
、

現
寅
に
於
け
る
図
家
と
科
事

D
背
反
は
、
容
易

ι解
決
さ
れ
ぬ

で
あ
ら
う
。
又
、
己
主
で
、
リ
ツ
ト
白
図
{
悲
観
世
吟
味
す
る
揚

合
、
我
々
は
、
更
に
庚
き
腕
野
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。
向
、
リ

ツ
ト
D
提
起
す
る
問
題
は
、
此
れ
に
翠
昔
る
も
の
で
は
な
h
が、

我
々

D
H
ツ
ト
批
判
は
、
後
目
。
課
題
と
し
よ
う
。

註
精
神
科
事
白
法
則
性
は
多
〈
甲
車
者
白
論
ず
る
虚
で
あ
る
が
、
リ

タ
ト
は
、
己
L

で
、
直
接
、
法
則
に
言
及
し
な
い
。
併
し
、
り
ツ
ト

が
本
稿
回
一
節
に
於
て
、
生
命
の
「
傾
向
」
を
詑
〈
場
合
、
之
れ
を
一
種

目
法
則
又
は
法
則
以
上
由
概
念
'
と
し
て
理
解

g
れ
る
と
も
言
へ
ょ
う

か
。
と
も
あ
れ
、
所
調
法
則
な
き
科
開
申
が
成
り
立
つ
か
、
理
念
、
世
界

視
は
哲
皐
の
領
域
に
非
f
や
止
い
ふ
問
題
が
残
さ
れ
る
。
ゾ
ム
バ
ル

ー
は
、
其
田
署
「
吉
一
つ
由
経
済
事
」
自
帯
=
一
鮪
(
理
解
的
組
静
岡
申
)
第
十

五
章
〔
法
則
)
第
三
節
(
邦
曹
三
二
ニ
一
良

i
一
一
一
二
八
貰
)
に
於
で
、
「
傾

向
」
を
眠
り
上
げ
、
こ
れ
を
、
世
合
事
象
白
「
同
様
性
」
と
結
合
せ
し

品
て
「
末
弟
に
間
取
り
さ
れ
た
事
象
」
左
僻
し
、
傾
向
白
主
張
は
、
事

象
の
従
車
の
経
過
を
未
車
に
固
取
り
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
慣
向
申

妥
常
例
値
は
、
品
品
知
性
に
非
f
確
事
に
あ
り
と
な
し
、
傾
向
白
中
に

櫛
念
を
鷲
見
す
札
ば
、
幅
験
的
法
則
自
怨
し
得
な
い
様
な
、
現
質
事

象
由
線
括
討
出
串
る
と
な
ナ
c

テ
オ
ド
ー
ル
・
リ
ツ
ド
「
・
ナ
チ
ス
園
家
に
於
け
る
輔
神
諸
科
事
白
地
位
」

情
五
十
凡
巻
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